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第１３８８回 例 会  

  令和５年４月２６日（水） 

≪ 「誰にも頼れない」妊娠をなくすために ≫ 

～ピッコラーレの活動現場から～ 

◇ 点     鐘   神谷 修一 会長 

◇ ロータリーソング   それでこそロータリー 

◇ 四つのテストの歌  

◇ お 客 様 紹 介   認定ＮＰＯ法人ピッコラーレ事務局長 小野 晴香 

（2012-13年度 ロータリー財団奨学生） 

◇ ニコニコＢＯＸ    

・藤﨑 康人 会員  スピーチ無し 

≪ロータリー学友の小野晴香さんの卓話ありがとうございます。≫ 

・池田 和彦 会員   

≪３月１８日我々のトラック協会で読売新聞の一面を使って広告をしまし

た。我々の業界では人手不足が顕著になっております。労働力の確保には、

労働環境を良くすることになります。その為には適正な料金をいただくとい

う事で動いております。もう一点ですが、クラブ活動計画書の会員推移表の

「除名」の記載を削除していただければと思います。≫ 

 

２０２２～２０２３年度 国際ロータリー会長のテーマ 

  イマジン ロータリー 

【会長 ジェニファーE．ジョーンズ】 

 】 

成田コスモポリタンＲＣターゲット 

「 みんなでつくろう！“楽しいクラブ・元気なクラブ”」 

 

〔会長：神谷 修一〕 
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◇ 誕生日ワインの贈呈 

沢田 克洋  会員   ≪４月３０日≫  

 

 

 

 

 

 

 

◇ 会 長 挨 拶  神谷 修一  会長 

皆さんこんにちは。本日もご出席いただきありがとうございます。 

本日のお客様は小野晴香 様、2012-13 の R 財団奨学生の経験をお持ちと伺っ

ております。このあと卓話を宜しくお願い致します。 

先週の金曜日成田 RC3000 回記念例会第３部に招待というか、参加してまい

りました。上町菊屋さんの 2 階で行われたのですが、もちろん先輩会員の皆様

もいらっしゃり、若い会員と女性会員がたくさんいて、 

昼間は記念ゴルフ、例会中にはチャリティーオークション大会などで盛り上がっており、以前の成田

RC とは違い、何か若い力がみなぎっている感じがうかがえました。来月には会員 70 名、女性会員は

2790 地区では一番多いと自慢しておりました。我々も負けている訳にはいきません。 

冒頭に近藤先生の成田 RC の歴史について短いお話がありましたので、ご報告します。 

成田 RC は 1961 年（昭和 36）3 月 24 日に第 1 回例会が諸岡市郎左衛門会長の下、成田山第一信徒会

館において開催されたそうです。 

成田 RC の創立にあたっては３年越しに亘る千葉 RC の働きかけと後半積極的な行動を起こした佐原

RC の影響があり、この 2 クラブが共同スポンサーになり設立されたそうです。 

当時千葉 RC の杉本郁太郎特別代表は「成田 RC 誕生まで足かけ 3 年かかった。当時善光寺がある長

野のロータリークラブも大変難航したと聞いて、聖地にはロータリークラブは不毛化とも思えた」と

述べられたそうです。 

この後 20 年目に 1000 回例会、ここは当クラブも２０周年が 1000 回例会でしたので一緒でした。40

年目で 2000 回そして 62 年目の今年で 3000 回例会が達成できました。はじめのころは休会が無く年

間５０回ほどの例会が開催されていましたが、1989年には年2回の休会が認められ年平均48回程度、

その後年 4 回と祝日の休会も認められ 46 回、現在の平均は 45 回だそうです。 

ちなみに３０周年を迎えました当クラブの例会は本日 1388 回であります。 

今後当クラブも通っていく道と思いますが、若いメンバーにどんどん新入会員を入れて頂き、活発な

クラブ、楽しいクラブで 2000 回 3000 回と進んで行って頂きたいと思います。（ちなみに 2000 回例会

には私は居ないと思いますが。） 

話は変わりますが、もう一件の報告として、先週の水曜日に SAA の委員会があり私と大竹幹事が出

席させて頂きました。色々なお話が聞けてとても楽しい委員会になりました。各委員長の皆様、統括

委員長の皆様、今年度も残りわずかになってきましたので、総括の委員会を是非開催して頂き私たち

も呼んで頂きたいと思います。 

各委員会には最低 20000 円の予算がついていると思いますので、委員会を開き有意義にお使い頂きた

いと思います。6 月の最終前にはクラブ協議会も開催されると思いますので、その準備もかねて委員
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会を開いていただきたいと思います。どうぞ宜しくお願い致します。 

纏まりませんが会長挨拶とさせて頂きます。 

◇ 委員会報告その他  なし 

◇ ３分間スピーチ 「東京裁判」について（７） 金井 浄 会員 

 見事戦前を超える復興を遂げた日本の経済界はサヨクの跋扈に強い危機

感を持っていたのでサヨクの排除に徹底的に動きました。その結果サヨク学

生は産業界の有力企業に就職することが出来ず、就職に政治思想が問われな

いマスコミ・司法界・教育界に進出する他はなかったのです。 

 教育界ではサヨクが跋扈していた日教組があり、当時小中学校の先生の９

割以上がその組合員でしたので自虐史観が小中学校で語られ、日本の若者に

植え付けられて日本の若者の気力と自負心を阻害することになりました。ま

ことに憂うべきことであります。 

 サヨクがなだれこんだ朝日新聞をはじめとするマスコミに日本の国民は洗脳され、政治は大いに悩

まされました。弁護士界、裁判所におけるサヨクの弊害は今も続いています。 

日本のサヨクは批判力についてはめっぽう強いが、実務能力に欠けているため、イギリスやフラン

ス、ドイツなどとは異なって政権を担った際にその無力をさらけ出してしまいました。 

政権担当能力の点で国民の信頼を得ることができない事実を目の当たりにしながら、従来の行き方

を続けているのが日本のサヨクいわゆる進歩的リベラリズムの実態であります。 

日本の若者の自負心と自尊心を高め、未来に希望と勇気をもって挑戦する気概を植え付けることを

今こそ考えるべきです。 

 

◇ 幹  事  報  告   大竹 清治 幹事 

 ■回     覧： 成田ＲＣ週報 

 ■例会案内・変更： 成田ＲＣ 

 ■そ  の  他： 

 ・３０周年事業の市場へソメイヨシノと壁掛け時計の寄贈について小泉成

田市長より感謝状をいただきました。 

 

 

 

卓  話  

 「誰にも頼れない」妊娠をなくすために ～ピッコラーレの活動現場から～ 

 認定ＮＰＯ法人ピッコラーレ事務局長 小野 晴香 様 

はじめまして。ロータリー財団 国際親善奨学生（2012-2013 年度 推薦：

柏西 RC）としてカナダに留学しました小野晴香と申します。カナダでは社

会福祉学を学び、先住民族の若者、特に 10 代の女の子たちの支援に携わり

ました。その時の経験から、ジェンダーの問題に関心が高まり、現在は、妊

娠が困りごとになっている人たちの支援を行う「認定 NPO 法人ピッコラー

レ」に事務局長として参画しています。 

カナダ留学から 10 年という節目に卓話の機会をいただき、当時を振り返

りながら、今、自分が最も関心のある分野で充実した活動ができているのは、
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日本・カナダ両国のロータリアンの皆さん

に、学問・生活の様々な場面でたくさん支

えていただいたあの留学経験があったか

らこそと、改めて感謝の気持ちでいっぱい

です。 

ピッコラーレは、ロータリーが掲げてい

る 7 つの重点分野の一つ、母と子の健康を

守る「母子保健」の分野で活動をしていま

す。 

皆さんは、日本の母子保健は世界でも進

んでいると認識されていると思います。確

かに、乳児死亡率のデータを見ればその低さは世界でもトップレベルであり、医療機関にさえ繋がれ

ば、日本は最も安全に出産できる国だと言えます。 

その一方で、思いがけない妊娠などで誰にも相談できず、病院にもつながれないまま妊娠期を過ご

し、その結果、公衆トイレなど医療機関以外の場所で、たった一人で命の危険をおかしながら出産す

る人がいます。その中には、新生児遺棄などで生まれたその日になくなる命がある、ということを、

皆さんもニュースで耳にしたことがあるのではないでしょうか。 

ピッコラーレは、そういった「妊娠の孤立」による悲しいお産を社会からなくしたい、といった想

いで、妊娠にまつわる困りごとを全国どこからでも相談できる窓口「にんしん SOS 東京」を 7 年半前

に開設。以来 365 日年中無休で運営し、「妊娠したかもしれない、どうしよう」「親には絶対に言えな

い」「相手に妊娠のことを伝えたら連絡が取れなくなった」などといった相談を、これまで 7,500 人以

上の方々からうけてきました。 

中には、「ネットカフェにいます。きっともう臨月だと思う」といった、安全な居場所がない状態で

転々としている妊婦からの相談もあります。そこで 3 年前にクラウドファンディングを実施し、彼ら

が安心して妊娠期を過ごすことができる居場所の運営も開始し、これまで約 20 人の妊婦が産前産後に

わたり利用しています。 

皆さんに問いかけたいことがあります。このような妊娠の困りごとは、妊娠した人たちの自己責任

なのでしょうか。 

妊娠が困りごとになり孤立する、その背景には、自分一人ではどうすることもできない孤立を生み

出す社会的要因―包括的な性教育の不足、避妊・中絶・出産に関する経済的負担の重さなど「性と生

殖に関する健康と権利」が大きく侵害されている日本の現状や、妊娠をするそのずっと前から、いく

つもの困難を抱えながら生きてきた 10 代・20

代の若年の背景にある、 貧困、虐待、暴力とい

った社会的課題―が存在しています。 

ぜひ成田コスモポリタンロータリークラブ

の皆さんにもピッコラーレが取り組んでいる

社会課題や活動にご賛同いただき、妊娠で孤立

する社会ではなく、誰もが「妊娠」をきっかけ

に、自由に幸せに生きられる社会になるよう、

応援いただけますと心強く思います。 
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◇ 点     鐘  神谷 修一 会長 

 

 

 本 日 の 料 理 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 出 席 報 告   ＊メーキャップは前後２週間です。   

 日 付 会員数 免 除 出 席 欠 席 Ｍ Ｕ 出 席 率 補 正 出 席 率 

前々回修正 4 月 12 日 7 0 名 5 名 33 名 3 1 名 3名  5 3 . 7 3 ％ 

本 日 例 会 4月 26日 7 0 名 5 名 30 名 3 4 名 5名 5 0 . 7 2 ％  

 

・成田コスモポリタンロータリー・クラブ事務局  

 〒286－0106 成田市取香 500 ホテル日航成田内 TEL/FAX 0476-24-5044  

・例会場 ホテル日航成田内 TEL 0476-32-1144 FAX 0476-32-0022  


